
 

理科 
 

自 の 、自然 の な  

つ  

 

  
 
理科の学 では 感を ルに活 しながら、自然 のさま まな を き かすことが

も なことです。夏 みなどの 期 を利 して、身近な物 の物 や 学 の実

、生物の 、 ・気 、地 ・ 物調 などを実 する を生み す 力を

しまし う。 
 
理科の学 を に発 させたい人は、この に 科 などに されている「自由研究」

にもとりくみ、夏 み に に してください。すでにみなさんの先輩の自由研究の

中で、 なものは きささ に されていますから、それも参考にしてください。

参考 や あるいは によるまと も参考になりますが、やはりよい ートは、自分

の で き、自分の でたしか 、自分の (発 )でまと たものです。 
 
理科では下 のように、「 イ ンス賞」を実 してい

ます。この賞は、知識とか 力などの ではなくて、

みなさんが としたものに、どれだけ かに

にとりく たか、つまり、発 と 力が も さ

れることになります。 イ ンス賞には「 賞」

をはじ 、「 生賞」、「物理賞」、「 学賞」、「 賞」、

「地 賞」、「 気 賞」、「 賞」、「 物

賞」などが されています。 
 
 

 
学 ス について 

 この賞は同 中学 に学んでいる生 のなかで、理科の学 において、自然を にした

れた実 ・ をした生 に られるものです。同 においては、 ・新 が日 で

の理学の学 を得ました。自然科学の研究においても くの先 がおられます。 
 く知られた人では、ノーベル賞の 賞 の です。 
  理科の は、ス ーツや 学や に べると、正 なところ、地 なもので、あまり

ちません。一つひとつの 実をよく して 、 して分 する。 時間の や実 、

それにとりくんだ人にしか からない みとか、 があるのです。 きささ  や 科 示の

中でも、とくに れた ートにこの賞は られます。 
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自主的な自然に対する実験、観察レポート作成のために 

 全学年   課題コースＡ ＜理科に関する研究＞ 

はじめに 

自由研究のおもしろさとは、今の自分しか気がつかないことと、じっくり真正面に向かい

合い探求していけることです。 
いきなりこのひと夏の研究で「ノーベル賞をとる！」とか「宇宙に行く！」などはできな

いかもしれませんが、いろいろな気付きの中で、探究することや新たな発見をして、少しず

つ真理に近づいていくのです。答えは、必ず自然と自分の中にあります。 
 
しかし、 気がつく と一言でいっても普段の生活の中で、朝起きて夜寝るまでに何に気が

つくのかが問題です。消しゴムがひとつ落ちるときに「地球の重力すごいな」とか、スイカ

を食べながら「ミツバチに感謝」など考えながら生活していますか？・・・してないと思い

ますが、実は毎日気がついている自分に気づいていないだけなのです。 
 

まずは身の回りに何があるかに意識してください。 
・ 「あの車かっこいいなぁ」「あの鳥みたいに空を飛びたいなぁ」「僕もあんな速く走りた

いなぁ」とあこがれているものに気がつくこと。 
・ 「便利だなぁ」と道具などを使ってその能力を実感すること。 
・ 「あれ？ いつもと違う」と気がつくこと。 
 
その実感や気付きに関して、 
「なんでかな？」「なぜそう感じたか」「なぜそうなっているのか？」などと、違いをみつ

け、仕組みを調べ、他の生き物や自分との違いを見つけることが研究です。 
 

テーマ選択について 

 気がついたことはすべて科学につながります。しかし、自分で見つけることに慣れるまで

は先人・先輩のテーマや研究手法を参考にしてください。 
以下は例示ですが、同じテーマでも取り組む人や時期によって違った研究になりますので、

「おもしろそうだなぁ」「こんなこともできるのか」など自分も知りたい！と感じたテーマに

ぜひ取り組んでみてください。 

★理科の MS(メディアスペ－ス)の空間からも、ヒントが得られると思います。 
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(イ) 生物学関  
・ ス チ 
・ テーマを たおし 、 の ミの け でも  
・ 、ヒ ン、 チマなんでもよい。 
・ の  
・ の の  
・ の生  
・ の 生 
・ や近 の ノ 調  
・ の ( ) 
・ 生 による 調  
 

( ) 地学関  
・ の  
・ 、 の  
・ 生物を いた調  
・ ・ ノ ントによる の時  
・ ルの しらべ 
・ 一地 の気 の  

・ 真  
・ ペル ス  
・ 宇 など  
・ 気  
・ 気  
・ マン ン 見学( 中) 
・ の  
 

( ) 物理学・ 学関  
・ ・ について調べる。 
・ いろいろな物 を分 する実 。 
・ 物 を落としたときの速さと の関 。 
・ などでいろいろな物 の を調べる。 
・ スチ が ン ーにとける速さ。 
・ 中 ・アルカ の実 、 や トマス

、 ベツを使う。 
・ どうしたら イアイスが になるか。 
・ や食 、 などの きな を る。 の を る。 
・ の を調べたい。 
・ 気について 何 、 ったり、 くなったりするか 調べる。 
・ 日 生活で使 れている物 の を調べる実 。 
・ と 道の 具が ない！ 
・ いろいろな を ぜて 発させる。 メ 
・ 学 新しい物 を る 。 ・ ンなど 
・ いろいろな物 の ・つ を やして違いを調べる。  
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・ いろいろな物 の や を調べる。 合物の ・ の  
・ いろいろな の 気分 の実 。 
・ いろいろな 合物 など から な物 をとり す。 ペー ー マト

ィーなど  
・ 真空を る。 の実 。真空 の実 。 
・ ・ の 。 。 
・ テ ・ などいろいろな の を調べる。 
・ などの考え の 。 
・ の中に れて を見るなど について調べる。 
・ 物の え やとけ 、あたたまり を調べる。 の し き。 の 。 
・ いろいろな物 の ・ にとかす実 。 
・ ル ー り の実 、 など について調べる。 
・ ー ー り。発 して 気を る。 を る。 
・ 気 の中の分 の の実 、 。 
・ さびについて さびの 、 、 など 調べる。 
・ 自分の身 など 調べる。 
・ ミカル ーデン。たまごの れ 、 でとかす。 真。 
・ 気、まさつ実 、 について調べる。 
・ ンゴの について調べる。  たん く と の 。 
・ 力、 力、 力、 力について実 をして調べる。ゴムひもの び。 
・ 発 、発見の を調べる。 
・ 気 、 、 をいろいろな 法で り、 を調べる。 
・ 調 について、中の 分を取り して調べる。 
・ などで を る。 物を使って を る。 
・ ト ンをあつかう メ 
・ 車などで ンがどう使 れているか調べる。 
・ ン について調べる。 
・ などの について。 
・ いろいろな を る。 
・ などの さを調べる。 

 
の例や、 にある「理科の自由研究 イ 」

新 などを参考にして 自「自由研究」 実 とし

て取り組むものを てください。 

観察レポートの の  

・ 真、 ス チ、 、ス イ にまと るのもよい。 
・参考 など の ー、 き しの はみと ません。 
・ ・参考した 、 の イトなどは、必ず に すこと。 

 他の人のすでにやった実 はあくまで参考 にとど 、必ず自分で実 に実 し

てください。 

※�今年度は感染症の影響により、人と接触する形での運動、フィールドワーク、インタビューは避
ける必要があります。
　�できる範囲での調査・研究を考えながらやっていきましょう。
　�お家の人とも相談しながら取り組んでください。
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